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た ド

住
民無
視
の原
発
再稼
働
を
た
だ
す
因目国日□囲目賢

墨

【

「住
民
無
視
の
原
発
再
稼
働
を
た
だ

す
全
国
交
流
集
会

ｉ
ｎ
福
井
　
―

若
狭
湾
の

『
原
発
銀
座
』
か
ら
日
本

の
原
発
開
発
史
を
問
う
―
」
が
十
月

十
五
日
、
福
井
県
小
浜
市
商
工
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約
八
十

人
が
参
加
し
た
。

集
会
は
総
選
挙
の
直
中
で
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
原
発
問
題
を
争
点
に
押

し
上
げ
、
安
倍
政
権
に

「レ
ツ
ド
カ
ー

を
突
き
つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け

集
会
は
林
宏
員
氏

（福
井
）

「開
会
あ
い
さ
つ
」
で
始
ま
っ
た
。 報告する伊東筆頭代表委員 (右端)と議

長団の山本さん (中 )、 岡村さん (左端)

「原
発
銀
座
」
か
ら
日
本
の
原
発
開
発
史
を
間
う

集
会
で
は
井
戸
謙

一
弁
護
士
が

「原
発
訴
訟
と
司
法
の
責
任
／
大
飯

原
発
再
稼
働
を
め
ぐ
つ
て
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

集
会
は
議
長
団
に
山
本
貴
美
子
氏

（福
井
）
、
岡
村
哲
志
氏

（静
岡
）

を
選
出
し
た
。

集
会
は

「地
元
福
井
か
ら
の
報
止
ど

（佐
藤
正
雄
福
井
県
議
）
、

「全
国

交
流
集
会

へ
の
問
題
提
起
」

（伊
東

達
也
筆
頭
代
表
委
員
）
を
受
け
、
討

論

（発
言
者
十
人
）
、
討
論
の

「ま

と
め
」
を
伊
東
氏
が
行
っ
た
。

集
会
は

「現
地
報
告
」

「問
題
提

∧
第
二
十

一
回
全
国
総
会

・
交
流
集
会
∨

○
第
二
十

一
回
全
国
総
会

・
交
流
集
会

＊
同
時
＝
十

一
月
十
九
日
（日
）
午
前
十
時
～
午
後
四
時

＊
場
所
＝
川
崎
市

「サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
」
父
ム
場
は
チ
ラ
シ
参
照
）

○
全
国
代
表
委
員
会

＊
日
時
＝
十

一
月
十
八
日
（土
）
午
後
二
時
～
五
時

＊
場
所
＝
川
崎
市

「サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
」

○
電
事
連

・
東
電

・
規
制
委
交
渉

＊
日
時
＝
十

一
月
二
十
日
（月
）
午
前
十
時
～
午
後
四
時

○

「原
発
銀
座
」
―
若
狭
湾
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル

（二
面
）

○
原
子
力
秘
製
奮
具
墓
馨
匡五
年
の
差
悪

（四
面
）

（Ｖ
蒸
軍
星
稗
粉
懸
奪
約
に
加
盟
し
、
米
口
両
大
統
領
に

戸区
堡
酋

を
迫
れ
（五
面
）

起
」

「ま
と
め
」
の
基
本
認
識
の
共

有
を
確
認
し
た
。

集
会
は
、
細
川
美
鈴
さ
ん

（福
井
）

か
ら
の

「
『
原
発
銀
座
』
―
若
狭
湾

か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」

（二
面
参
照
）

の
提
案
を
受
け
、
参
加
者
全
員
の
拍

手
で
こ
れ
を
採
択
し
た
。

集
会
は
次
期
全
国
交
流
集
会
開
催

地
の
新
潟
を
代
表
し
て
立
石
雅
昭
氏

が

「閉
会
あ
い
さ
つ
」
し
た
。

集
会
の
冒
頭
で
、
日
本
共
産
党
さ

る
は
し
功
二
区
候
補
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

全
国
交
流
集
会
前
日
の
十
四
日
の
現

地
視
察
で
は
高
浜
原
発
、
大
飯
原
発

を
見
学
、
明
通
寺
を
訪
問
し
た
。

夜
、
宿
舎

・
ホ
テ
ル
せ
く
み
屋
で

原
住
連
設
立
二
十
年
記
念
懇
親
交
流

会
を
行
っ
た
。

i●

「全
国
交
流
集
会

ｎ

福
井
」

（
小

浜
市
）
の
現
地
視
察

（十
月
十
四
日
）
の

最
後
に
明
通
寺
を
訪
れ
た
。
ま

ず

一
行
は
国
宝

・
二
重
塔

へ
案

内
さ
れ
た
。
特
別
公
開
期
間
で

内
陣
の
秘
仏
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
●
中
央
に
釈
迦
三
尊
像
、

像
の
左
手
に
文
殊
菩
薩
、
右
手

に
普
賢
菩
薩
が
安
置
さ
れ
る
。

一彙
聡
稲
炉
昼
讐
ダ
河
ん
じ
ゅ
」
、

新
型
転
換
炉
原
型
炉

「ふ
げ
ん
」

は
、
こ
の
仏
様
の
名
前
か
ら
と
つ

た
も
の
。
中
鳥
哲
演
住
職
は
歴

史
の
こ
の
理
不
尽
な
取
り
合
わ

せ
に
直
面
す
る
●
中
鳥
住
職
は

若
狭
湾
の
原
発
立
地
時
か
ら
住

民
運
動
に
携
わ
る
。
小
浜
市
は

原
発
立
地
を
許
さ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
敦
賀
市
、
美
浜
町
、

お
お
い
町
、
高
浜
町
に
十
五
基

の
原
発
が
立
地
す
る
。

「原
発

銀
座
」
と
な
る
。
中
鳥
住
職
の

「原
発

へ
の
思
い
」
を
、
国
宝

ｏ

本
堂
内
で
聞
く
。
合
掌
！


